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成人看護学

成人期にある人々は、心身の機能の成熟期にあり、徐々

にあらわれる老化現象に適応しながら、生産活動に従事し

子どもと老いた両親を扶養し、最も社会的責任の重い日々

を送っている。現代に生きる成人の生活様式は利便性とひ

きかえに機械化の一途をたどり、かつ多様化し、生活環境

全般がストレスに満ちており、成人の生活や健康にさまざ

まな影響を及ぼしている。一方、医療においては医療倫理

の確立や非侵襲的治療の開発が進みながらも、依然として

生命の危険が伴う検査や治療が多く、それらに看護師がか

かわらないことはない。

したがって、今回の成人看護学の出題基準の改定にあ

たっては、これまでの出題基準において、多様な健康障害

に対するアセスメントとそれに基づいた看護計画に力点が

おかれていたことに加え、成人を援助するときの基本的な

アプローチ、看護師として要求される機能障害への観察技

術、検査や治療に伴う危険性に対する安全管理にかかわる

知識を問うことにし、以下の内容にした。

成人看護学では、現代の成人に生じやすい健康上の問題

の予防と回復に向けて、看護師として適切な援助を提供す

るために要求される、基本的・標準的な知識およびアセス

メント・解決能力を問う。

第1に、成人のライフステージにおける身体的、心理社

会的特徴に対する理解と、ライフスタイルがもたらす健康

障害に関する理解を問う。

第2に、成人を看護するうえで基本となる、成人の能力

や生活背景をふまえた援助方法についての理解を問う。

第3に、成人の健康障害の進行の性質やレベルに対応し

た看護についての理解を問うために、1)健康の保持・増進

と疾病予防のための生活習慣、労働環境調整、ストレス緩

和方法などの保健指導、2)身体への侵襲が大きい傷害、検

査、手術、薬物療法を受ける患者の生命の危険に対応する

ための救急救命法、合併症予防法、倫理的配慮、3)慢性疾

患や障害をもつ患者のセルフケアの獲得に向けた援助とし

て、生活上の制限の代償方法、合併症・危険の予防方法、

家族支援のあり方、社会資源の活用方法、4)人生の終焉を

むかえる日々を援助するにあたっては、痛みに代表される

身体的苦痛の緩和や、生活の質の保証に関する理解を問

う。

第4に、成人の健康障害についてさらに、身体のさまざ

まな機能障害とそれらがもたらす日常生活の制限に対する

看護についての理解を問うために、呼吸・循環・栄養摂

取・代謝・内部環境調整・生体防御反応・感覚・認知・コ

ミュニケーション・排泄・性機能の障害に関して、1)機能

障害の程度、日常生活への影響の観察とアセスメント、2)

生命の危険や安楽をそこなう可能性のある検査・手術・医

療処置・薬物療法時の援助方法、3)援助の技術的な側面と

して、各機能障害の身体観察法、処置方法、教育方法に関

する理解を問う。

目標 ．成人の生活と健康問題についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

成人の特徴 A 生涯発達の特徴 a 身体の発達と衰退 ：第 章A「対象の

理解：大人になること、大人であること」(p.～ )

b 心理社会的発達 ：第 章A「対象の

理解：大人になること、大人であること」(p.～ )

c 性的自己の発達 ：第 章A「対象の

理解：大人になること、大人であること」(p.～ )

B 現代の生活状況 a 家族形態と機能 ：第 章A「家族か

らとらえる大人」(p. ～ )

b 職業の種類と就業環境 ：第 章B「対象の

生活：働いて生活を営むこと」(p. ～ )

c 生活習慣・生活様式 ：第 章 A-「大人

の生活状況の特徴」(p. ～ )

d 人生や健康にかかわる意識 ：第 章 B-「人生

を辿ること」(p. ～ )、第 章A-「大人の健康」

(p. ～ )

成人に特有な

健康問題の特

徴

A 生活習慣に関連する健

康障害

a 生活習慣病の形成と予後 ：第 章「健康生活

の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護」(p. ～ )

b 生活習慣病の発生状況 ：第 章A「大人の

生活からとらえる健康」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

B 職業に関連する健康障

害

a 就業条件・環境と病気 ：第 章 B-「職場

における成人の健康生活をはぐくむ活動」(p. ～

)、第 章C-「就業・労働形態の変化がもたら

す健康問題」(p. ～ )

b 職業病の発生状況 ：第 章 B-「職場

における成人の健康生活をはぐくむ活動」(p. ～

)

C 生活ストレスに関連す

る健康障害

a ストレスの種類と生理的適応 ：第 章「生活スト

レスと看護」(p. ～ )、第 章A「ストレスと

危機」(p. ～ )

b 生活ストレスと健康障害 ：第 章「生活スト

レスと看護」(p. ～ )

c ストレス関連疾患の発生状況 ：第 章A「大人の

生活からとらえる健康」(p. ～ )、第 章「生活ス

トレスと看護」(p. ～ )、第 章A-「ストレ

スや危機を生じる状況」(p. ～ )

目標 ．成人を看護するときの基本的なアプローチについての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

成人の特性や

能力に応じた

アプローチ

A 自立した存在 a セルフケア能力 ：第 章「健康生活

の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護」(p. ～

)、第 章C「セルフマネジメントエデュケー

ション」(p. ～ )

b 自己制御と自己効力感 ：第 章 C-「慢性

病をもつ人の看護の基本的要素」(p. ～ )、第

章C-「自己効力感」(p. ～ )

B 独自の信念や行動パ

ターンを持つ存在

a コンプライアンスの促進要因 ：第 章 C- -

「コンプライアンス」(p. ～ )

b ストレスコーピング ：第 章B「危機状

況への対処を促す看護」(p. ～ )、第 章C-

「ストレスとその対処」(p. ～ )、第 章B
「コーピング強化のための看護」(p. ～ )

c 成人教育の原理 ：第 章A「生活の

なかで健康行動を生みはぐくむ援助」(p. ～ )、第

章「健康生活をはぐくむ看護」(p. ～ )

C 家庭・職場で責任ある

役割を担う存在

a 役割葛藤、役割交代 ：第 章 B-「家族

からとらえる大人」(p. ～ )、第 章B-「家族

の看護」(p. ～ )

：第 章B「社会的役割」(p. ～ )

：第 章「家族とは」(p.～ )

目標 ．成人の健康レベルに応じた看護実践についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

健康の保持・

増進、疾病の

予防に向けた

看護

A 生活習慣病の予防 a 適正な日常生活習慣の指標 ：第 章「健康生活

をはぐくむ看護」(p. ～ )、第 章B「健康バラ

ンスに影響を及ぼす要因」(p. ～ )

b 定期健康診断システムと受診者 ：第 章 A-「大人

の健康の状況」(p. ～ )、B「生活と健康を守りは

ぐくむシステム」(p. ～ )、第 章C「健康増進

をはぐくむ看護の場と活動」(p. ～ )

B 職業性疾患の予防 a 適切な作業環境と労働条件 ：第 章 C-「職場

における成人の健康生活をはぐくむ活動」(p. ～

)
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